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論文内容要旨
近年，硬質レジンの物性の向上や歯科用CAD/CAM技術の進歩により，大臼歯部における硬質レ
ジンクラウンの応用が注目されている。従来の築盛法と比較してCAD/CAM法で作製した硬質レジ
ン製の補綴装置では，均質に重合させたブロックから削り出すため技工操作に起因するエラーが減少
し強度に優れることが期待できる。そこで本研究は，機械的性質が同等である築盛用硬質レジンと
CAD/CAM用硬質レジンを用いてそれぞれの方法で作製した硬質レジンクラウンの破折試験を行い，
作製法がクラウンの強度に及ぼす影響を評価することを目的とした。さらに臨床的に良好な結果が報
告されているオールセラミッククラウンの破折強度と比較することで硬質レジンクラウンの大臼歯部
への応用の可能性を検討した。
Estenia	C&B（築盛用硬質レジン），Lava	Ultimate（CAD/CAM用硬質レジン），IPS	e.	max	press（二
ケイ酸リチウム）について，棒状試料を作製し，曲げ強度，弾性係数および破壊靱性を評価した。次
に下顎右側第一大臼歯の人工歯をシャンファー幅1.0mm，咬合面削除量1.5mm以上となるように形成
し，CAD/CAM法を応用してLava	Ultimate製の支台歯レプリカを作製した。支台歯に対してそれぞ
れの材料を用いて以下のクラウン試料を作製した；①Ｅ－ layered クラウン（Estenia	C&Bを積層），
②Ｅ－monolayer クラウン（Estenia	C&Bを単層）③Lava	Ultimate クラウン，④ e.	max	クラウン。
各クラウンの内部気泡ついて，マイクロCTを用いた分析を行い，気泡の数および体積を求めた。レ
ジンセメントを用いてクラウンを支台歯に合着しクラウン破折試験に用いた。クラウン－支台歯複合
体に垂直的な荷重を加え，破折強度を測定した。
棒状試料を用いた試験において，Estenia	C&Bと Lava	Ultimate の曲げ強度，破壊靱性に有意差を
認めなかった。e.	maxはEstenia	C&BおよびLava	Ultimateよりも有意に高い曲げ強度と破壊靭性を
示した。クラウンの気泡に関して，Ｅ－ layered クラウンおよび e.	max クラウンでは多くの気泡の混
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入を認め，Ｅ－monolayerクラウンではわずかな気泡混入を認めた。一方，Lava	Ultimateクラウンで
は内部気泡は認められなかった。クラウン－支台歯複合体の破折強度は，Ｅ－layeredクラウンがLava	
Ultimate クラウン，e.	max クラウンに比べ有意に低い値を示した。Ｅ－ monolayer クラウン，Lava	
Ultimateクラウン，e.	maxクラウンの破折強度には有意差を認めなかった。
今回の研究では，築盛法，特に積層法により作製した硬質レジンクラウン（Ｅ－layeredクラウン）
では内部に気泡の混入を認め，有意に低いクラウン破折強度を示すことが分かった。一方，e.	max
よりも材料自体の曲げ強度や破壊靭性が劣る硬質レジンであっても，クラウン破折試験では，Ｅ－
monolayer クラウンやLava	Ultimate クラウンの破折強度は，e.	maxクラウンと有意差がないことが
分かった。いずれの硬質レジンクラウンも大臼歯部における最大咬合力の文献値を上回る2000Ｎ以上
の破折強度を示した。
以上のことから硬質レジンクラウン，特にクラウン内部への気泡混入のリスクが低いCAD/CAM
クラウンは，大臼歯部に適応できる可能性が示唆された。
審査結果要旨
申請者は，近年では比較的安価で金属材料を含まない「硬質レジン」が臼歯部クラウンの材料と
して注目されている点，並びに硬質レジン築造体の強度に影響を及ぼすリスクを減らすためCAD/
CAMシステムが応用されるようになった点に着目し，曲げ強度や破壊靭性が同等である築盛用硬質
レジンとCAD/CAM用硬質レジンを用いて，クラウン作製法が硬質レジンクラウンの強度に及ぼす
影響とその原因を明らかにし，さらには硬質レジンクラウンの大臼歯部への応用の可能性を探ること
を目的とし，以下項目について検討している。
１．クラウン材料の曲げ強度，弾性係数および破壊強度
Estenia	C&B（築盛用硬質レジン），Lava	Ultimate（CAD/CAM用硬質レジン）およびIPS	e.	max	
press（二ケイ酸リチウム）について棒状試料を作製し，曲げ強度，弾性係数および破壊強度を測定。
２．クラウン内部の気泡の定量分析
Ｅ－ layered クラウン（Estenia	C&Bを積層），Ｅ－ monolayer クラウン（Estenia	C&Bを単層），
Lava	Ultimateクラウンおよびe.	maxクラウンを作製し，各クラウンの内部気泡をマイクロCTで分析。
３．クラウン－支台歯複合体の破折強度
下顎右側第一大臼歯の人工歯をシャンファー幅1.0mmおよびクラウン咬合面の厚みが最低1.5mm
確保できるように形成し，CAD/CAM法を応用して，Lava	Ultimate製の支台歯レプリカを作製。上
述４種のクラウンを支台歯に合着し，破折試験実施。
その結果，１の試験では，Estenia	C&Bおよび Lava	Ultimate の曲げ強度および破壊強度は，オー
ルセラミッククラウンの材料である e.	max よりも有意に低いことが示されている。２の試験では，
築盛法で作製したＥ－ layered クラウンおよびプレス法で作製した e.	max クラウンで多数の気泡混入
が確認されたが，CAD/CAM法で作製したLava	Ultimateクラウンでは気泡混入がないことを明らか
にしている。３の試験では，いずれの硬質レジンにおいても支台歯複合体の破折強度は，大臼歯にお
ける最大咬合力の文献値を上回る2000Ｎ以上であるという成績を得ている。各クラウン－支台歯複合
体の破折強度の比較においては，気泡混入が多数認められたＥ－layeredクラウンの破折強度が最も低
いことを示すとともに，気泡混入がない Lava	Ultimate クラウンの強度は大臼歯クラウンとして臨床
応用されているe.	maxクラウンと同等であることを明らかにしている。
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以上の成績は，硬質レジンクラウン，特にクラウン内部への気泡混入のリスクが低いCAD/CAM
法で作製したクラウンは，大臼歯部に十分適用できることを示唆しており，今後の歯科医療の発展に
貢献できる技術となる可能性が示唆される。よって，本論文は博士（歯学）に相応しいものと判断する。
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